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近年, 日本において医薬分業が進み, 薬局薬剤
師の需要が高まっている｡ また病院薬剤師が院内
死亡率の減少�), 有害副作用の抑制 ), 医療費の抑
制に寄与する!)等といった報告や, 薬剤師による
病棟業務の必要性が増えたこと等により, 病院薬
剤師の需要も薬局薬剤師同様に増えている｡
また, 平成��年度には薬科大学 (薬学部) "#校
で入学定員数は$%$ &人であったが, それ以降徐々

に大学数とともに入学定員数も増え, 平成 '年度
には$!大学で�!%&!"人 ((年制の�%"')人を含む)
となり, 現在までの�$年間で薬剤師養成数が�*#)
倍になった｡ このことは薬剤師国家試験合格率に
より若干増減があるものの, 毎年�&%&&&人前後の
薬剤師が新たに社会に輩出され, 今後も増加傾向
が継続することを意味する"+#)｡
一方, 県内の病院では, 薬剤師確保が困難な現
状がある｡ しかしながら, 医師, 看護師の確保状
況や取り組みに関する報告に比較して, 薬剤師確
保に関する報告はきわめて少ない｡ そこで, 県内
病院における薬剤師確保の現状と確保に向けた取
り組みについて調査を行った｡
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【目的】島根県内の病院薬剤師確保と取り組みの状況を明らかにする｡
【方法】島根県内 (以下, 県内という) 全病院9!施設を対象にして無記名自記式のアンケー
ト調査を実施した｡
【結果】回収率は"!施設 ('�*�％) であった｡ !&施設 (#)*'％) の病院で薬剤師が不足し
ており, 回答施設の薬剤師充足率 (現薬剤師数:必要薬剤師数＊�&&) は平均で$"*!％であ
り, 合計')人の薬剤師が不足していた｡ また, !$施設 ('#*&％) の病院が薬剤師を確保す
るための取り組みを実施していた｡
【考察】将来に向けて薬剤師不足を認識している病院ならびに病床規模の大きい病院が薬
剤師確保に積極的に取り組んでいる傾向がみられた｡
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